
     [

実
施
日] 

２
０
１
７
年
１
０
月
１
日
（
日
） 

[

交
通
機
関] 

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
利
用
し
ま
す 

[

集
合
場
所
・
時
間] 

新
都
ホ
テ
ル
前
（
京
都
駅
八
条
口
） 

 

午
前
８
時
０
０
分 

出
発 

[

コ
ー
ス] 

京
都
＝
＝
大
垣
城
・
・
・
郷
土
館
・
・
・

〈
水
門
遊
歩
道
〉・
・
・
奥
の
細
道
む

す
び
の
地
記
念
館
（
概
要
説
明
後
・

昼
食
）・
館
内
拝
観
＝
＝
キ
リ
ン
ビ
ー

ル
滋
賀
工
場
＝
＝
京
都
へ 

（
午
後
７
時
頃
着
） 

 

・
・
・ 

 

徒
歩 

 

＝
＝ 

 
 

バ
ス 

[

昼    

食]  

各
自
持
参 

[

参 

加 

費]  

一
人 

５
０
０
０
円 

[

定 
 

員]  

先
着
順
２
０
名 

[

申
込
締
切]  

９
月
２
０
日 

[

申
し
込
み] 

同
封
の
「
は
が
き
」
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
投
函
し
て
下
さ
い
。 

     

[

問
い
合
わ
せ] 

伊
東
和
代 

電
話 

 

０
七
五
―
四
三
一
―
一
九
六
一 

 

鈴
木
金
雪 

Ｆ
Ａ
Ｘ
専
用 

０
七
五
―
三
九
四
―
四
三
五
ニ 

[

案
内] 

◆ 

大
垣
城 

大
垣
城
は
、
天
文
４
年
（
１
５
３

５
）、宮
川
吉
左
衛
門
尉
安
定
が
築
城

し
た
と
い
わ
れ
、
水
門
川
の
流
れ
を

外
堀
に
利
用
し
て
築
か
れ
た
。
関
ヶ

原
の
戦
い
の
お
り
に
は
、
西
軍
石
田

三
成
の
本
拠
地
と
も
な
っ
た
。
寛
永

１
２
年
（
１
６
３
５
）、
戸
田
左
門
氏

鉄
が
入
城
し
、
そ
の
後
、
１
１
代
に

わ
た
る
善
政
が
続
い
た
。 

◆ 

郷
土
館 

 

戸
田
公
入
城
３
５
０
年
の
記
念
事

業
と
し
て
建
設
さ
れ
た
施
設
で
、
歴

代
の
大
垣
藩
主
戸
田
公
の
顕
彰
と
郷

土
の
先
賢
を
偲
ぶ
こ
と
が
こ
と
が
で

き
る
。 

 

◆ 

奥
の
細
道
む
す
び
の
地
記
念
館 

俳
人
・
松
尾
芭
蕉
の
紀
行
文
「
奥

の
細
道
」
を
追
体
験
で
き
る
「
芭
蕉

館
」
や
大
垣
の
先
賢
の
偉
業
を
紹
介

す
る
「
先
賢
館
」、
大
垣
市
な
ど
の
観

光
情
報
を
は
じ
め
、
お
土
産
品
の
買

い
物
が
で
き
る
「
観
光
・
交
流
館
」

の
３
館
と
市
指
定
文
化
財
で
あ
る

「
無
何
有
荘
大
醒
榭
」
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
。 

◆ 

無
何
有
荘
大
醒
樹 

 

大
醒
樹
は
、
大
垣
藩
の
藩
老
小
原

鉄
心
が
安
政
３
年
（
１
８
５
６
）
に

大
垣
城
下
の
北
、
林
村
（
現
・
大
垣

市
林
）
に
設
け
た
別
荘
「
無
何
有
荘
」

の
一
亭
で
あ
り
、
藁
の
網
代
天
井
や

紅
殻
塗
装
な
ど
随
所
に
中
国
風
意
匠

を
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
南
側
の

衝
立
に
は
、
江
戸
時
代
に
は
珍
し
い

「
ギ
ヤ
マ
ン
」
と
呼
ば
れ
た
色
ガ
ラ

ス
が
は
め
込
ま
れ
て
い
る
。 

◆ 

奥
の
細
道 

奥
の
細
道
は
、
芭
蕉
が
崇
拝
す
る

西
行
の
５
０
０
回
忌
に
あ
た
る
元
禄

２
年
（
１
６
８
９
）
に
、
門
人
の
河

合
曾
良
を
伴
っ
て
江
戸
を
発
ち
、
奥

州
、
北
陸
道
を
巡
っ
た
旅
行
記
で
あ

る
。
全
行
程
約
６
０
０
里
（
２
４
０

０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）、日
数
約
１
５
０

日
間
で
東
北
・
北
陸
を
巡
っ
て
、
元

禄
４
年
（
１
６
９
１
）
に
江
戸
に
帰

っ
た
。「
お
く
の
ほ
そ
道
」
で
は
、
こ

の
う
ち
武
蔵
か
ら
、
下
野
、
岩
代
、

陸
前
、
陸
中
、
陸
奥
、
出
羽
、
越
後
、

越
中
、
加
賀
、
越
前
を
通
過
し
て
旧

暦
９
月
６
日
美
濃
大
貝
を
出
発
す
る

ま
で
が
書
か
れ
て
い
る
。 

  
 
 
 

お
知
ら
せ 

  
 
 

労
働
学
校
友
の
会
は
発
足 

３
０
周
年
を
迎
え
ま
し
。 

我
々
が
世
話
人
を
引
き
継
い 

で
か
ら
早
１
０
年
と
な
り
ま 

し
た
。 

 
 
 

こ
の
間
、
ご
声
援
い
た
だ
い 

た
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま 

す
。 

 
 
 

今
回
で
友
の
会
イ
ベ
ン
ト 

は
終
了
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

友
の
会
の
今
後
に
つ
い
て
は 

 
 

改
め
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 
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京都勤労者学園気付 

 

友
の
会 

第
三
十
回
イ
ベ
ン
ト 

ご
案
内 

奥
の
細
道
む
す
び
の
地 

城
下
町
大
垣
と
ビ
ー
ル
工
場
見
学 


